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第 3回地球環境史学会年年会  
  

平成 28 年年 11 ⽉月 18 ⽇日（⼟土）   09：00〜～18：30  
19 ⽇日（⽇日）   09：00〜～17：00  

  
九州⼤大学伊都キャンパス   ウェスト 1号館講義棟 201 号室  

〒819-‐‑‒0395   福岡市⻄西区元岡  744  
世話⼈人：岡崎   裕典（九州⼤大）  

email：yokazaki@geo.kyushu-‐‑‒u.ac.jp	 
	 

1．⽇日程  
11 ⽉月 18 ⽇日（⼟土）  
09：00～11：00 評議員会      ［於ウエスト１号館 D棟（W1-D）209 号室］ 

11：00～     受付開始      ［於ウエスト１号館（W1）講義棟 201 号室］ 

12：30～13：50 スペシャルレクチャー        ［於 W1-講義棟 201 号室］ 

 【S-1】磯辺篤彦（九州大学応用力学研究所） 

 【S-2】木田新一郎（九州大学応用力学研究所） 

14：00～15：45 トピックセッション         ［於 W1-講義棟 201 号室］ 

         「極域・高緯度域の地球環境変動」 

16：00～16：15 地球環境史学会各賞授賞式      ［於 W1-講義棟 201 号室］ 

16：15～16：45 受賞記念講演            ［於 W1-講義棟 201 号室］ 

 【A-1】五十嵐八枝子（北方圏古環境研究室） 

17：00～18：30 ポスターセッション           ［於 W1-D-209 号室］ 

18：30～     懇親会                  ［於 W1-D-209 号室］ 

 

11 ⽉月 19 ⽇日（⽇日）  
09：00～     受付開始 

09：30～10：30 地球環境史学会 総会        ［於 W1-講義棟 201 号室］ 

10：30～12：30 レギュラーセッション        ［於 W1-講義棟 201 号室］ 

13：30～15：00 ポスターセッション           ［於 W1-D-209 号室］ 

15：00～17：00 レギュラーセッション        ［於 W1-講義棟 201 号室］ 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 閉会  
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2.  会場とアクセス  

九州大学伊都キャンパス	 （〒819-0395	 福岡市西区元岡 744） 

理学部講義棟 201号室（講演），ウエスト 1号館W1-D-209号室（ポスター・懇親会） 

 

伊都キャンパスへのアクセス 

 

 

・福岡空港から（約 1時間） 

地下鉄「福岡空港」駅で「筑前前原」・「筑前深江」・「唐津」または「西唐津」行に乗車→

「九大学研都市」駅で下車。 

昭和バス九州大学線（横浜経由・周船寺経由とも可）に乗車、「九大理学部前」で下車 

 

・博多駅から（約 1時間） 

地下鉄「博多」駅で「筑前前原」・「筑前深江」・「唐津」または「西唐津」行に乗車→「九

大学研都市」駅で下車。 

昭和バス九州大学線（横浜経由・周船寺経由とも可）に乗車、「九大理学部前」で下車 

 

※	 昭和バス時刻表を別添しています（http://www.showa-bus.jp/jikokuhyou/kyuudai.htm）。 

※	 西鉄バス「博多駅前 A」で九大伊都キャンパス方面行きに乗車、「九大理学部前」で下

車も可。本数が少ないこと、渋滞の影響を受けることにご注意ください。初めての方

にはお勧めしません。 
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・ホテル AZ糸島に前泊される場合 

地下鉄「福岡空港」駅もしくは「博多」駅で「筑前前原」・「筑前深江」・「唐津」または「西

唐津」行に乗車→「波多江」駅もしくは「筑前前原」駅で下車。徒歩 15-20分。 

 

・ホテルニューガイア糸島に前泊される場合 

地下鉄「福岡空港」駅もしくは「博多」駅で「筑前前原」・「筑前深江」・「唐津」または「西

唐津」行に乗車→「筑前前原」駅で下車。徒歩 5分。 

 

上記 2ホテルに宿泊される方は、便数は少ないですが糸島コミュニティバスを利用するこ

とで、九州大に直行可能です。運賃は 200円で現金のみ利用可（ICカードは使えません）。

時刻表を別紙に載せています。 

・ホテル AZ糸島：浦志バス停が最寄りです。 

・ホテルニューガイア糸島：前原バス停が最寄りです（前原駅北口バス停でも可）。 

 

希望者の方はホテルへの送迎を行います（8人乗りの車です）。 

 
バスを降りられましたら上図のとおりにメインエントランスまでお越しください。 

 

・自家用車 

次ページ地図の守衛のところで、300円を支払って入構してください。 
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会場と食堂・売店・喫煙所の案内（赤丸の番号は下表に対応） 

 

 

天天（http://suisin.jimu.kyushu-u.ac.jp/ito_info/img/menu3.pdf） 

イトリー・イト（http://www.itri-ito.com/b.html） 

 

※	 イトリー・イトは遠いため、1時間の昼休みでの利用は厳しいです。また土日は一般客

で混むことがあります。18日（土）の 11時からの利用をお勧めします。 

※	 タリーズコーヒーは土日休みになってしまいました。 

  

番号 名称 種類 土 日

1 CO O P	 M ain	 D ining 生協食堂 11:00-14:00 11:00-14:00

2 G A R D EN 	 K IT C H EN 軽食堂 10:00-19:00（LO 18:30） 11:00-14:00（LO 13:30）

3 モスバーガー ハンバーガー 10:00-15:00	 (LO 14:30) 10:00-15:00	 (LO 14:30)

4 天天 中華 11:00-14:30 休み

5 CO O Pコンビニ 生協売店 7:00-23:00 7:00-23:00

6 伊都皎皎舎 生協売店 8:00-19:00 10:00-17:00

7 ローソン理学部 コンビニ 7:00-19:00 休み

8 ローソンセンター コンビニ 7:00-19:00 休み

9 イトリー・イト イタリアン 11:00-15:00 11:00-15:00
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3．⼝口頭発表およびポスター発表についての注意事項  

3－1．口頭発表 

口頭発表の時間は 1 件につき質疑応答を含めて 15 分です。発表時間は 12 分程度を目

安とし、時間厳守でお願いします。PowerPoint がインストールされた Windows と

PowerPoint および Keynote がインストールされた Mac を各 1 台ずつ会場に用意します。

予め発表用データを PCに移してください。ご自身の PC，Mac を使用される場合は、アナ

ログケーブル（VGA 端子）および HDMIケーブルを使用できます。 

 

3－2．ポスター発表 

ポスターボードのサイズは、横 1.1 m、縦 1.8 m です。このサイズより小さいサイズで

ポスターを作成してください。一発表につき一面を用意します。掲示物は 11 月 18 日の

15：00 までに掲示してください。また、11 月 19 日の 17：30 までに回収してください。

掲示に必要なピン等は会場で用意します。 

 

4．会費  

参加費：一般会員（含雇用年限付き研究員等）1,000 円	 一般非会員 3,000 円 

学生会員無料 学生非会員 1,000 円 

懇親会費：一般会員・一般非会員 3,000 円 

学生会員・学生非会員（含雇用年限付き研究員等）1,000 円 

※	 お釣りがないようにご協力願います。 

※	 非会員の方は入会いただくことで参加費を無料にします（当日入会を受付けます） 

 

5．宿泊  

各自で手配をお願いします。近年福岡市では、ホテルの混雑が目立っています。宿泊につ

いてお困りの場合は、下記までお尋ねください。 

 

6.  連絡先  

世話人：岡崎裕典 メール：yokazaki@geo.kyushu-u.ac.jp 

電話：092-802-4242 
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この時刻表は 2017年 10月現在のものです。 

念のため、下記 URLで最新の時刻表をご確認ください。 

http://www.city.itoshima.lg.jp/s006/content/kyuudai291001.pdf 

  

糸島コミュニティバス時刻表

バス停

前原駅北口（JR筑肥線） 8:30 9:40 10:50

前原（ホテルニューガイア糸島最寄り） 8:32 9:42 10:52

浦志（ホテルAZ糸島最寄り） 8:36 9:46 10:56

波多江駅（JR筑肥線） 8:41 9:51 11:01

九大ビッグオレンジ前 8:54 10:04 11:14

九大理学部前（ここで下車） 8:55 10:05 11:15

バス停

九大ビッグオレンジ前（乗車） 17:39 18:49 19:54

波多江駅（JR筑肥線） 17:52 19:02 20:07

浦志（ホテルAZ糸島最寄り） 17:57 19:07 20:12

前原（ホテルニューガイア糸島最寄り） 18:01 19:11 20:16

前原駅北口（JR筑肥線） 18:03 19:13 20:18

時刻（行き）

時刻（帰り）
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昭和バス時刻表（九州⼤大学〜～九⼤大学研都市）  

 

K1 K4 K6 K9 K17 K12 K14 K16 K19 K22 K23 K24 K25 K26 K28 K30 K30 K28 K26 K25 K24 K22 K21 K19 K16 K14 K12 K17 K9 K6 K4 K1

九大
学研
都市
駅

横浜
西

玄洋
高校

元岡
小学
校前

元岡
周船
寺

富士
見

元岡
農協
前

産学
連携
交流
セン
ター

九大
ビッグ
オレン
ジ前

九大
理学
部前

九大
工学
部前

九大
船舶・
航空
実験
棟

九大
総合

グラウ
ンド

桑原
公民
館

九大
伊都
協奏
館

九大
伊都
協奏
館

桑原
公民
館

九大
総合

グラウ
ンド

九大
船舶・
航空
実験
棟

九大
工学
部前

九大
ビッグ
オレン
ジ前

九大
セン
ター

ゾーン
入口

産学
連携
交流
セン
ター

元岡
農協
前

富士
見

周船
寺

元岡
元岡
小学
校前

玄洋
高校

横浜
西

九大
学研
都市
駅

7:12 7:16 7:18 7:21 － － － － 7:24 7:25 7:27 7:28 7:30 7:31 … 6:55 6:56 6:57 6:58 7:01 7:03 7:07 － － － － 7:12

7:26 － － － － 7:31 7:35 7:37 7:40 7:41 7:43 7:44 7:46 7:47 7:00 7:02 7:07 7:08 7:10 7:11 7:12 7:13 7:16 7:18 7:22 － － － － 7:27

7:41 7:45 7:47 7:50 － － － － 7:53 7:54 7:56 7:57 7:59 8:00 … 7:28 7:29 7:30 7:31 － － － － 7:34 7:37 7:39 7:43

7:43 － － － － 7:48 7:52 7:54 7:57 7:58 8:00 8:01 8:03 8:04 … 7:38 7:39 7:40 7:41 7:44 7:46 7:50 － － － － 7:55

7:52 － － － － 7:57 8:01 8:03 8:06 8:07 8:09 8:10 8:12 8:13 … 7:55 7:56 7:57 － － － － 8:00 8:03 8:06 8:08 8:12

8:01 8:05 8:07 8:10 － － － － 8:13 8:14 8:16 8:17 8:19 8:20 … 8:08 8:09 8:10 8:11 8:14 8:16 8:20 － － － － 8:25

● 8:03 － － － － 8:08 8:12 8:14 8:17 8:18 8:20 8:21 8:23 8:24 … 8:25 8:26 8:27 8:28 － － － － 8:31 8:34 8:36 8:40

8:08 － － － － 8:13 8:17 8:19 8:22 8:23 8:25 8:26 8:28 8:29 8:26 8:28 8:33 8:34 8:36 8:37 8:38 8:39 8:42 8:44 8:48 － － － － 8:53

8:22 8:26 8:28 8:31 － － － － 8:34 8:35 8:37 8:38 8:40 8:41 8:39 8:40 8:42 8:43 8:44 8:45 － － － － 8:48 8:51 8:53 8:57

8:24 － － － － 8:29 8:33 8:35 8:38 8:39 8:41 8:42 8:44 8:45 8:47 8:48 8:50 8:51 8:52 8:53 8:56 8:58 9:02 － － － － 9:07

8:43 8:47 8:49 8:52 － － － － 8:55 8:56 8:58 8:59 9:01 9:02 8:52 8:53 8:55 8:56 8:57 － － － － 9:00 9:03 9:06 9:08 9:12

● 8:56 － － － － 9:01 9:05 9:07 9:10 9:11 9:13 9:14 9:16 9:17 9:07 9:08 9:10 9:11 9:12 9:13 9:16 9:18 9:22 － － － － 9:27

9:03 9:07 9:09 9:12 － － － － 9:15 9:16 9:18 9:19 9:21 9:22 ● 9:24 9:25 9:27 9:28 9:29 9:30 9:33 9:35 9:39 － － － － 9:44

9:05 － － － － 9:10 9:14 9:16 9:19 9:20 9:22 9:23 9:25 9:26 9:35 9:36 9:38 9:39 9:40 － － － － 9:43 9:46 9:49 9:51 9:55

9:24 9:28 9:30 9:33 － － － － 9:36 9:37 9:39 9:40 9:42 9:43 9:48 9:50 10:01 10:03 10:08 10:09 10:11 10:12 10:13 10:14 10:17 10:19 10:23 － － － － 10:28

9:26 － － － － 9:31 9:35 9:37 9:40 9:41 9:43 9:44 9:46 9:47 ● 10:26 10:27 10:29 10:30 10:31 10:32 － － － － 10:35 10:38 10:40 10:44

9:40 － － － － 9:45 9:49 9:51 9:54 9:55 9:57 9:58 10:00 10:01 10:40 10:41 10:43 10:44 10:45 10:46 10:49 10:51 10:55 － － － － 11:00

9:51 9:55 9:57 10:00 － － － － 10:03 10:04 10:06 10:07 10:09 10:10 11:07 11:08 11:10 11:11 11:12 11:13 11:16 11:18 11:22 － － － － 11:27

9:53 － － － － 9:58 10:02 10:04 10:07 10:08 10:10 10:11 10:13 10:14 11:22 11:23 11:25 11:26 11:27 11:28 － － － － 11:31 11:34 11:36 11:40

● 9:58 － － － － 10:03 10:07 10:09 10:12 10:13 10:15 10:16 10:18 10:19 11:37 11:38 11:40 11:41 11:42 11:43 11:46 11:48 11:52 － － － － 11:57

10:10 10:14 10:16 10:19 － － － － 10:22 10:23 10:25 10:26 10:28 10:29 11:52 11:53 11:55 11:56 11:57 11:58 12:01 12:03 12:07 － － － － 12:12

10:12 － － － － 10:17 10:21 10:23 10:26 10:27 10:29 10:30 10:32 10:33 12:07 12:08 12:10 12:11 12:12 12:13 － － － － 12:16 12:19 12:21 12:25

10:25 10:29 10:31 10:34 － － － － 10:37 10:38 10:40 10:41 10:43 10:44 12:22 12:23 12:25 12:26 12:27 12:28 － － － － 12:31 12:34 12:36 12:40

10:41 － － － － 10:46 10:50 10:52 10:55 10:56 10:58 10:59 11:01 11:02 12:32 12:33 12:35 12:36 12:37 12:38 12:41 12:43 12:47 － － － － 12:52

10:51 10:55 10:57 11:00 － － － － 11:03 11:04 11:06 11:07 11:09 11:10 ● 12:37 12:38 12:40 12:41 12:42 12:43 － － － － 12:46 12:49 12:51 12:55

11:10 － － － － 11:15 11:19 11:21 11:24 11:25 11:27 11:28 11:30 11:31 12:52 12:53 12:55 12:56 12:57 12:58 13:01 13:03 13:07 － － － － 13:12

11:24 11:28 11:30 11:33 11:36 － － － － 11:39 11:41 11:42 11:44 11:45 13:12 13:13 13:15 13:16 13:17 13:18 － － － － 13:21 13:24 13:26 13:30

11:39 11:43 11:45 11:48 － － － － 11:51 11:52 11:54 11:55 11:57 11:58 13:22 13:23 13:25 13:26 13:27 － － － － 13:30 13:33 13:36 13:38 13:42

● 11:42 － － － － 11:47 11:51 11:53 11:56 11:57 11:59 12:00 12:02 12:03 13:31 13:33 13:38 13:39 13:41 13:42 13:43 13:44 13:47 13:49 13:53 － － － － 13:58

11:54 － － － － 11:59 12:03 12:05 12:08 12:09 12:11 12:12 12:14 12:15 13:52 13:53 13:55 13:56 13:57 13:58 － － － － 14:01 14:04 14:06 14:10

12:02 12:06 12:08 12:11 － － － － 12:14 12:15 12:17 12:18 12:20 12:21 ● 13:55 13:56 13:58 13:59 14:00 14:01 14:04 14:06 14:10 － － － － 14:15

12:10 － － － － 12:15 12:19 12:21 12:24 12:25 12:27 12:28 12:30 12:31 14:07 14:08 14:10 14:11 14:12 14:13 14:16 14:18 14:22 － － － － 14:27

12:25 12:29 12:31 12:34 － － － － 12:37 12:38 12:40 12:41 12:43 12:44 12:49 12:51 14:22 14:23 14:25 14:26 14:27 14:28 － － － － 14:31 14:34 14:36 14:40

12:40 12:44 12:46 12:49 － － － － 12:52 12:53 12:55 12:56 12:58 12:59 14:32 14:33 14:35 14:36 14:37 14:38 14:41 14:43 14:47 － － － － 14:52

12:41 － － － － 12:46 12:50 12:52 12:55 12:56 12:58 12:59 13:01 13:02 14:42 14:43 14:45 14:46 14:47 14:48 － － － － 14:51 14:54 14:56 15:00

12:55 － － － － 13:00 13:04 13:06 13:09 13:10 13:12 13:13 13:15 13:16 14:52 14:53 14:55 14:56 14:57 14:58 15:01 15:03 15:07 － － － － 15:12

13:10 － － － － 13:15 13:19 13:21 13:24 13:25 13:27 13:28 13:30 13:31 ● 15:07 15:08 15:10 15:11 15:12 15:13 － － － － 15:16 15:19 15:21 15:25

13:25 13:29 13:31 13:34 13:37 － － － － 13:40 13:42 13:43 13:45 13:46 ● 15:15 15:16 15:18 15:19 15:20 15:21 15:24 15:26 15:30 － － － － 15:35

● 13:38 13:42 13:44 13:47 － － － － 13:50 13:51 13:53 13:54 13:56 13:57 15:22 15:23 15:25 15:26 15:27 － － － － 15:30 15:33 15:36 15:38 15:42

13:40 － － － － 13:45 13:49 13:51 13:54 13:55 13:57 13:58 14:00 14:01 15:31 15:33 15:38 15:39 15:41 15:42 15:43 15:44 15:47 15:49 15:53 － － － － 15:58

13:54 － － － － 13:59 14:03 14:05 14:08 14:09 14:11 14:12 14:14 14:15 15:52 15:53 15:55 15:56 15:57 15:58 16:01 16:03 16:07 － － － － 16:12

14:10 14:14 14:16 14:19 － － － － 14:22 14:23 14:25 14:26 14:28 14:29 ● 16:07 16:08 16:10 16:11 16:12 16:13 － － － － 16:16 16:19 16:21 16:25

14:25 14:29 14:31 14:34 － － － － 14:37 14:38 14:40 14:41 14:43 14:44 ● 16:17 16:18 16:20 16:21 16:22 16:23 16:26 16:28 16:32 － － － － 16:37

● 14:40 － － － － 14:45 14:49 14:51 14:54 14:55 14:57 14:58 15:00 15:01 16:22 16:23 16:25 16:26 16:27 16:28 － － － － 16:31 16:34 16:36 16:40

14:56 － － － － 15:01 15:05 15:07 15:10 15:11 15:13 15:14 15:16 15:17 15:22 15:24 16:37 16:38 16:40 16:41 16:42 16:43 16:46 16:48 16:52 － － － － 16:57

15:25 15:29 15:31 15:34 15:37 － － － － 15:40 15:42 15:43 15:45 15:46 16:52 16:53 16:55 16:56 16:57 16:58 17:01 17:03 17:07 － － － － 17:12

● 15:45 － － － － 15:50 15:54 15:56 15:59 16:00 16:02 16:03 16:05 16:06 17:07 17:08 17:10 17:11 17:12 17:13 － － － － 17:16 17:19 17:21 17:25

15:55 － － － － 16:00 16:04 16:06 16:09 16:10 16:12 16:13 16:15 16:16 17:16 17:18 17:23 17:24 17:26 17:27 17:28 17:29 － － － － 17:32 17:35 17:37 17:41

16:25 16:29 16:31 16:34 16:37 － － － － 16:40 16:42 16:43 16:45 16:46 ● 17:25 17:26 17:28 17:29 17:30 17:31 17:34 17:36 17:40 － － － － 17:45

● 16:45 － － － － 16:50 16:54 16:56 16:59 17:00 17:02 17:03 17:05 17:06 17:37 17:38 17:40 17:41 17:42 17:43 17:46 17:48 17:52 － － － － 17:57

16:55 － － － － 17:00 17:04 17:06 17:09 17:10 17:12 17:13 17:15 17:16 17:21 17:23 17:57 17:58 18:00 18:01 18:02 18:03 － － － － 18:06 18:09 18:11 18:15

17:10 － － － － 17:15 17:19 17:21 17:24 17:25 17:27 17:28 17:30 17:31 18:07 18:08 18:10 18:11 18:12 18:13 18:16 18:18 18:22 － － － － 18:27

17:25 17:29 17:31 17:34 17:37 － － － － 17:40 17:42 17:43 17:45 17:46 18:22 18:23 18:25 18:26 18:27 18:28 18:31 18:33 18:37 － － － － 18:42

17:39 － － － － 17:44 17:48 17:50 17:53 17:54 17:56 17:57 17:59 18:00 18:42 18:43 18:45 18:46 18:47 18:48 － － － － 18:51 18:54 18:56 19:00

17:54 － － － － 17:59 18:03 18:05 18:08 18:09 18:11 18:12 18:14 18:15 18:57 18:58 19:00 19:01 19:02 19:03 19:06 19:08 19:12 － － － － 19:17

18:10 － － － － 18:15 18:19 18:21 18:24 18:25 18:27 18:28 18:30 18:31 19:22 19:23 19:25 19:26 19:27 19:28 － － － － 19:31 19:34 19:36 19:40

18:26 18:30 18:32 18:35 － － － － 18:38 18:39 18:41 18:42 18:44 18:45 18:50 18:52 19:37 19:38 19:40 19:41 19:42 19:43 19:46 19:48 19:52 － － － － 19:57

18:53 － － － － 18:58 19:02 19:04 19:07 19:08 19:10 19:11 19:13 19:14 19:52 19:53 19:55 19:56 19:57 19:58 20:01 20:03 20:07 － － － － 20:12

● 19:20 － － － － 19:25 19:29 19:31 19:34 19:35 19:37 19:38 19:40 19:41 ● 20:07 20:08 20:10 20:11 20:12 20:13 20:16 20:18 20:22 － － － － 20:27

19:27 19:31 19:33 19:36 － － － － 19:39 19:40 19:42 19:43 19:45 19:46 20:27 20:28 20:30 20:31 20:32 20:33 － － － － 20:36 20:39 20:41 20:45

19:58 － － － － 20:03 20:07 20:09 20:12 20:13 20:15 20:16 20:18 20:19 20:37 20:38 20:40 20:41 20:42 20:43 20:46 20:48 20:52 － － － － 20:57

20:10 20:14 20:16 20:19 － － － － 20:22 20:23 20:25 20:26 20:28 20:29 20:52 20:53 20:55 20:56 20:57 20:58 － － － － 21:01 21:04 21:06 21:10

20:27 20:31 20:33 20:36 － － － － 20:39 20:40 20:42 20:43 20:45 20:46 21:12 21:13 21:15 21:16 21:17 21:18 21:21 21:23 21:27 － － － － 21:32

● 20:45 － － － － 20:50 20:54 20:56 20:59 21:00 21:02 21:03 21:05 21:06 ● 21:17 21:18 21:20 21:21 21:22 21:23 － － － － 21:26 21:29 21:31 21:35

20:56 － － － － 21:01 21:05 21:07 21:10 21:11 21:13 21:14 21:16 21:17 21:22 21:24 21:37 21:38 21:40 21:41 21:42 21:43 21:46 21:48 21:52 － － － － 21:57

21:10 － － － － 21:15 21:19 21:21 21:24 21:25 21:27 21:28 21:30 21:31 21:47 21:48 21:50 21:51 21:52 21:53 21:56 21:58 22:02 － － － － 22:07

21:26 21:30 21:32 21:35 － － － － 21:38 21:39 21:41 21:42 21:44 21:45 21:52 21:53 21:55 21:56 21:57 21:58 22:01 22:03 22:07 － － － － 22:12

● 21:45 － － － － 21:50 21:54 21:56 21:59 22:00 22:02 22:03 22:05 22:06

22:00 － － － － 22:05 22:09 22:11 22:14 22:15 22:17 22:18 22:20 22:21

22:23 － － － － 22:28 22:32 22:34 22:37 22:38 22:40 22:41 …

22:30 － － － － 22:35 22:39 22:41 22:44 22:45 22:47 22:48 …

 ※ 年末年始（12/30～1/3） お盆（8/13～8/15）は 日祝ダイヤとなります

横浜経由

時刻表ＴＯＰへ戻る

SHOWA

（平成２９年１０月１日改正分） 印刷用ＰＤＦ（ページ指定下さい）

【土日祝】

横浜経由

九大総合グラウンド　→　九大学研都市駅

 ●…日・祝運休

 ●…日祝運休

周船寺経由

平成２９年１０月１日現在

こちらからも全停留所の時刻、停留所の地図、運賃（一部）はこちらから検索いただけます

主要バス停記載

『　九　州　大　学　線　』

九大学研都市駅　→　九大総合グラウンド【土日祝】

周船寺経由
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【11月18日（土）】 
スペシャルレクチャー 
12：30～13：10 
【S‒1】磯辺篤彦（九州大学），LGM以降の親潮流入に起因する日本海の鉛直混合に関する海洋力学モデル 
13：10～13：50 
【S‒2】木田新一郎（九州大学），洪水時における海洋・河川プリュームとその堆積物の振る舞い 
 

13：50～14：00【休憩】 
 

トピックセッション：極域・高緯度域の地球環境変動 
14：00～14：15 
【T‒1】朝日博史（韓国極地研究所: KOPRI）・Nam, SI.（KOPRI）・Stein, R.（AWI）・Mackensen, A.（AWI）・Son, Y.J.（KOPRI），

極域浮遊性有孔虫N. pachydermaの西北極海での形態多様性とその古環境復元への可能性 
14：15～14：30 
【T‒2】山本正伸（北大），北極海の古海洋研究の概略 
14：30～14：45 
【T‒3】鈴木健太（北海道大学）・山本正伸（北海道大学）・Polyak, L.（Ohio State Univ.）・Nam, S.-I.（Korea Polar Research 

Ins.）・入野智久（北海道大学）・Rosenheim, B.（Univ. of South Florida）・大森貴之（東京大学）・山中寿朗（東京
海洋大学），西部北極海堆積物を用いた最終氷期以降のローレンタイド氷床北極海側の崩壊の復元 

14：45～15：00 
【T‒4】筒井英人（長崎大）・高橋孝三（北星学園大学）・松岡數充（長崎大学）・西田史朗（奈良教育大学）・Jordan, R.W.

（山形大学），北太平洋亜寒帯に設置したセディメントトラップ中のロリカフラックスについて 
15：00～15：15 
【T‒5】中村広基（九州大）・岡崎裕典（九州大）・今野 進（マリンワークジャパン）・中塚 武（地球研），オホーツク

海における海氷プロキシとしての氷生珪藻種の確立 
15：15～15：30 
【T‒6】岩崎晋弥（JAMSTEC）・木元克典（JAMSTEC）・長島佳菜（JAMSTEC）・Lamy, F.（Alfred Wegener Institute）・

Arz, H.（Ernst-Moritz-Arndt-University）・原田尚美（JAMSTEC），南大洋チリ沿岸域における最終氷期以降の深
層水炭酸イオン濃度変動の復元 

15：30～15：45 
【T‒7】池原実（高知大学）・Crosta, X.（ボルドー大学），アガラスリターン海流のインパクト：南大洋インド洋区にお

ける氷期の氷融解ホットスポットの移動 
 

15：45～16：00 【休憩】 
 

地球環境史学会各賞授賞式 
16：00～16：15 
 
受賞講演 
16：15～16：45 
【A‒1】五十嵐八枝子（北方圏古環境研究室），海洋コアの花粉に基づく陸の古植生・古気候復元 
 
  

第3回地球環境史学会年会プログラム 
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ポスターセッション 
17：00～18：30 
【P‒1】阿部美保（山形大学）・Jordan, R.W.（山形大学）・多田隆治（東京大学），珪質微化石を用いた第四紀中期ブルー

ン事変発生時期における日本海古環境変動の復元 
【P‒2】廣野晃一（九州大）・岡崎裕典（九州大）・宮川拓真（JAMSTEC）・長島佳奈（JAMSTEC），北太平洋遠洋域のセ

ディメントトラップ試料における元素状炭素分析 
【P‒3】羽田裕貴（茨城大）・岡田 誠（茨城大学）・久保田好美（国立科学博物館），MIS19の酸素・炭素安定同位体記

録にみられる千年オーダー変動サイクル 
【P‒4】新田真也（九州大学）・岡崎裕典（九州大学），黒潮域の現生珪藻群集 
【P‒5】三浦直人（北海道大学）・山本正伸（北海道大学）・加三千宣（愛媛大学）・竹村恵二（京都大学）・別府湾コア研

究グループ，別府湾の海洋堆積物コアを用いた古海水温の高解像度復元 
【P‒6】垣下涼太（九州大学），南太平洋ニュージーランド沖堆積物中の中新世以降の生物源オパール変化 
【P‒7】鈴木俊大・山本正伸（北海道大学）・Steven Clemens（ブラウン大学），TEX₈₆を用いた中期更新世遷移期におけ

る熱帯域海洋表面温度の復元 
【P‒8】稗島州悟（九州大学）・岡崎裕典（九州大学），九州‐パラオ海嶺北部における浮遊性有孔虫殻重量に基づく過去

３万年における炭酸塩保存・溶解復元 
【P‒9】佐久間杏樹（東京大学）・多田隆治（東京大学）・吉田智紘（東京大学）・長谷川精（高知大学）・烏田明典（東京

大学）・杉浦なおみ（東京大学）・Hongbo, Z.（Yunnan University），タリム盆地北西縁部第三系の堆積相と供給
源の変化: 北部チベットの隆起とタリム盆地の乾燥化 

【P‒10】荒木英介（九州大学）・岡崎裕典（九州大学），オホーツク海表層堆積物中の珪藻群集組成 
【P‒11】太田雄貴（東京大学大気海洋研究所）・川幡穂高（東京大学大気海洋研究所）・佐藤高晴（広島大学総合科学部

総合科学科）・瀬戸浩二（島根大学汽水域研究センター），堆積物記録から示唆された過去700年間の島根県中
海の洪水史 

【P‒12】箕田友和（九州大）・鹿島 薫（九州大）・原口 強（大阪市立大）・吉永佑一（防災地質研究所）・山田和芳（ふ
じのくに地球環境史ミュージアム），天草諸島・池田池の湖底ボーリングコア中における明暗の互層の珪藻群集 

【P‒13】源田亜衣（岡山大学）・鈴木 淳（産業技術総合研究所）・石村豊穂（茨城高専）・池原 実（高知大学）・井上
麻夕里（岡山大学），サンゴ骨格中Sr/Ca比とδ18Oを用いたインドネシア・セリブ諸島周辺の海洋環境復元 

【P‒14】佐川拓也（金沢大学）・長橋良隆（福島大学）・里口保文（琵琶湖博物館）・Holbourn, A.（クリスティアン・ア
ルブレヒト大学キール）・板木拓也（産総研）・Gallagher, S.J.（メルボルン大学）・Saavedra-Pellitero, M.（ブレー
メン大学）・池原 研（産総研）・入野智久（北海道大学）・多田隆治（東京大学），日本海南部と東シナ海におけ
る火山灰・酸素同位体統合層序の構築 

【P‒15】荒岡大輔（産総研）・吉村寿紘（海洋研究開発機構），簡便なアルカリ金属・アルカリ土類金属元素の同位体分
析手法開発と古環境分野への応用 

【P‒16】鈴木克明（早稲田大学）・加三千宣（愛媛大学）・池原研（産業技術総合研究所），別府湾表層堆積物に保存さ
れたイベント層の水平分布と流入プロセス 

【P‒17】堀川恵司（富山大）・村山雅史（高知大）・関 宰（北海道大），白鳳丸KH17-3次航海で採取されたアラスカ
湾コアの解析（速報） 

【P‒18】村山雅史（高知大）・矢生晋介（高知大）・松崎琢也（高知大）・臼井	 朗（高知大），マンガン酸化物のμフォ
ーカスX線CTによる微細構造解析 

【P‒19】西村有輝（九州大）・江本真里子（いであ（株））・横山拓史（九州大）・高橋孝三（北星学園大）・小野寺丈尚
太郎（JAMSTEC）・原田尚美（JAMSTEC）・赤木 右（九州大），27Al-MAS NMRを用いた陸から海底までのアル
ミニウムの状態の追跡 

 
懇親会 18：30～  
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【11月19日（日）】 
地球環境史学会 総会 
09：30～10：30 
 
レギュラーセッション 
10：30～10：45 
【R‒1】原田真理子（東京薬科大学）・長野明希・古川龍太郎・八木創太・横堀伸一・山岸明彦（東京薬科大学），祖先型

シアノバクテリアNDKタンパク質の耐熱性に基づく原生代地球表層海水温の推定 
10：45～11：00 
【R‒2】藤田紗織（東邦大学）・山口耕生（東邦大学、NASA Astrobiol. Inst.）・山口飛鳥（東京大学）・清川昌一（九州大

学）・伊藤孝（茨城大学）・池原 実（高知大学），西オーストラリアの約32億年前の陸上掘削珪質堆積岩の地球
化学 

11：00～11：15 
【R‒3】西 弘嗣（東北大学）・Gyawali, B.R.（東北大学）・高嶋礼詩（東北大学），フランス・ボコンチアン堆積盆地にお

ける上部白亜系石灰質ナノ化石層序 
11：15～11：30 
【R‒4】関 宰（北海道大学）・堀川恵司（富山大）・岡崎裕典（九州大）・小野寺丈尚太郎（JAMSTEC）・入野智久（北

海道大）・阿部彩子（東大大気海洋研），Coupling of dust, CO2 and climate over the past 10 million years 
11：30～11：45 
【R‒5】木野佳音（東京大学大気海洋研究所）・阿部彩子（東京大学大気海洋研究所）・大石龍太（東京大学大気海洋研究

所）・齋藤冬樹（海洋研究開発機構）・吉森正和（北海道大学），軌道要素の変化による高緯度域気温変化の季節
性とその要因解析 

11：45～12：00 
【R‒6】渡辺泰士（東京大学大気海洋研究所）・阿部彩子（東京大学大気海洋研究所）・齋藤冬樹（海洋研究開発機構）・

木野佳音（東京大学大気海洋研究所），更新世初期の４万年周期の氷期間氷期サイクルの再現と軌道要素の役割 
12：00～12：15 
【R‒7】Kenji Marc Raymond Matsuzaki（Univ. of Tokyo）・Itaki, T. （AIST）・Tada, R. （Univ. of Tokyo），Paleoceanography 

of the northern East China Sea over the past 400 kyr based on radiolarians （IODP Exp. 346, Site U1429） 
12：15～12：30 
【R‒8】石輪健樹（国立極地研究所）・横山祐典（東京大学）・奥野淳一（国立極地研究所）・Stephen Obrochta （秋田大

学）・上原克人（九州大学）・池原 実（高知大学）・宮入陽介（東京大学），海洋堆積物コアとGIAモデルを用い
た氷期の全球的海水準変動復元 

 
12：30～13：30 【休憩】 

 
ポスターセッション 
13：30～15：00 
 
  



 

 iv 

レギュラーセッション 
15：00～15：15 
【R‒9】豊田和弘（北海道大学）・米田成一（国立科学博物館）・鹿島 薫（九州大学）・米延仁志（鳴門教育大学），小川

原湖コア堆積物の水酸化物相中のSr同位体比と古塩分濃度の復元指標 
15：15～15：30 
【R‒10】多田隆治（東京大学理学系研究科）・多田賢弘（東大）・Paul, C.（Southampton Univ.）・Wickanet, S. （Nakhon 

Ratchasima Rajabhat Univ.）・Xuan, T.L. （Ho Chi Minh City Univ. of Science）・常 昱（東大）・田近英一（東大），
79万年前のインドシナ半島への小天体衝突によるエジェクタ層の特定 

15：30～15：45 
【R‒11】川幡穂高（東京大学大気海洋研究所）・石崎 維（東北大学）・黒柳あずみ（東北大学）・大串健一（神戸大）・

鈴木 淳（産総研），下北沖の最寒期 ̶Heinrich Event Iにおける環境と人間社会  ̶   
15：45～16：00 
【R‒12】窪田 薫（海洋研究開発機構高知コア研究所）・白井厚太朗・杉原奈央子・清家弘治（東京大学大気海洋研究

所）・堀 真子（大阪教育大学）・棚部一成（東京大学総合博物館）・南 雅代・中村俊夫（名古屋大学宇宙地球
環境研究所），長寿二枚貝ビノスガイ殻が記録する100年間の北日本の海洋環境変動 

16：00～16：15 
【R‒13】Sinoussy, Khaled, S（九州大学）・奈良岡浩（九州大）・関 宰（北海道大）・岡崎裕典（九州大），Hydrological and 

vegetation changes in Northeast Africa over the past 23,000 years based on δD and δ13C variations of 
n-alkanes in sediments from the eastern Mediterranean Sea 

16：15～16：30 
【R‒14】大野正夫（九州大学）・佐藤雅彦（産業技術総合研究所）・林 辰弥・槙尾雅人・桑原義博（九州大学），岩石

磁気測定による北大西洋深層水のミレニアル変動（MIS 100） 
16：30～16：45 
【R‒15】林 辰弥（九州大学）・槙尾雅人（九州大学）・佐藤雅彦（産業技術総合研究所）・桑原義博（九州大学）・大野

正夫（九州大学），初期の氷期－間氷期サイクルに対する北大西洋深層水の役割 
16：45～17：00 
【R‒16】日笠友暉（岡山大学大学院自然科学研究科）・山中寿朗（東京海洋大学）・千葉 仁（岡山大学大学院自然科学

研究科）・林 辰也・大野正夫（九州大学大学院比較社会文化研究院），北大西洋ガーダードリフト堆積物コアを
用いた鮮新世-更新世北大西洋のアルケノン古海水温の高分解能復元 

 
17：00【閉会】
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講演要旨 

受賞記念講演 
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Review : Reconstruction of the palaeovegetation based on the marine pollen data  

Yaeko Igarashi (Institute for Paleoenvironment of Northern Regions) 

—————————————————————————————————————————— 

【A–1】 
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講演要旨 

特別レクチャー 
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LGM{�=:���{��m��Ksv26={�gR#��?:UP~�yz(�}��-#
n)-r�vng;X=$m�e�'�SCL:n<�s��v 17 kyr B.P.�b�g+[~]Qs
v`FA�~�yzgq���-#nT>r�v(e.g., Oba et al., 1991)h"}o|�SC<��b�
3j45~�g:@ 20 mI'�&�} sill{iyv!d=$m�SCL:n<
sv|�Ml~o
jh;X=${�9��<_�.x>t�k}g��������SC<��07sv Ikeda et al. 
(1999)��DE{i�khvwg�OE~ge�':��<��Fx~`FA��Wqt�p{�}
og�u�I'��'#~:%V�t��u{i�hSCL:�<�m�g26=�`FA�~N�

�����DT~�g�w����ni��k~*���h6GJ{�g26=�,�sv�#����

���~g`FH<�/1{8-r��:B����YZ^I|g?:�=$m��<
�gr�~=

c	�~�k!<��lgLGMm� 10 kyr B.P.I'�{�g�'-#8\�4a���v�t�
�^I�M svhf

An ocean-dynamical model on the vertical mixing triggered by Oyashio intrusion into the Sea of 
Japan after LGM 
Isobe, A.1 (1Research Institute for Applied Mechanics, Kyushu Univ.) 
—————————————————————————————————————————— 
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-� ����+	�����
.�

=#��v|�¡¥¦¬ ±(J���>�:�4\1�������s��"eOx�zq?;

2�v{�<$;�Ua�A;��C�eO������r�²05�!����t��Z8<$�

�n°k�_mQ����Ms2g¥£±®���xq6�}��Z8<$��t�ª®±©¯¢

x`y��wq��<$;xA>�+.}�szeO�H�[Ew�*-��|��l}s²���~

A��Y/�<$x@���|���zq;D°�	�{�������¤¢¨®�,u�°�
��

��hKxr�²�|�@����°fF�����s��A>"°�PF"�L^�T�����

|��q¡¥¦¬ ±(J�I\�B��|�x�y�����Wu�s�²c&qA>/�«§®�

o\�'�xd���r�xqH�[E��:bx9w���PF	%����H)�7]��3

��r�²31AQ�d��s���[E�S�������qi��<$V�A>���NR �

@�°+.eO�j�XH�y��|����d��y�s�A>/�«§®�HG�S���²p

Extreme river discharge and its impact on the ocean 

Kida, S. (Kyushu Univ. RIAM) 
—————————————————————————————————————————— 

【S–1】 

【S–2】 
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講演要旨 

トピックセッション：極域・高緯度域の地球環境変動 

 

 気候変動の影響が顕著に現れる極域・高緯度域は、地球の気候システムを理解する上で

重要である。今年度から新学術領域「南極の海と氷床」が開始するなど、今後さらなる研

究の発展が期待される。本セッションでは、最近の研究成果を踏まえ、急速に変わりゆく

極域・高緯度域の環境変動メカニズムを理解する上で、古気候・古環境研究からどのよう

な貢献ができるか、今後どのような研究を行っていくべきなのか議論したい。 
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SF?xritKJn�gV

V

Potentials of morphological variations of N. pachyderma toward the western Arctic 
paleoceanography 
Asahi, H.1, Nam, SI.2, Stein, R.2, Mackensen, A.2, and Son, YJ.1 (1Korea Polar Research 
Institute, 2Alfred Wegener Institute) 
—————————————————————————————————————————— 
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【T–1】 

【T–2】 
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)&��� 1*���� 1*Leonid Polyak 2*Seung-Il Nam 3*
%�� 1*Brad 
Rosenheim 4*�#� 5*���� 6(
31�!$�*2 Ohio State Univ.*3 KOPRI*4 Univ. of South Florida*5 ��
�*6 ��! �4(

n{lf}p|ekvf}(DO)Z�MX/#
Z�[rc{ws|ct{oW9J]_RL~�UZ/
#
W��QUH^`OV[XN~�'-�VZ*���LDOjchxY�J^�G[=�P_UH
XH�&36V[$7*%Zz}y{mcp*�Z�'-�Z��L(��	Y�J^�Ga!]K

WQR�> [:D�'-K]��P_R�51iba2HR�z}y{mcp*��'-�K]Z*

�VB�P_RW9J]_^�0L4?P_~*��8L�F8AY�CQ~�'-L�H*Y;`

_UHXH"%Y*�Z,�L@MRW9JR�+)Z\IX�Hdqxg}Y\TU��LB�P

_U�5QR�0L4?P_~bclnuZ��Y\^Z.),�Y�I�51SW<EQR� 
Reconstruction of collapses of the Laurentide ice sheet Arctic side during the last glacial period(
Suzuki, K.1, Yamamoto, M.1, Polyak, L.2, and Nam, S.3, Irino, T.1, Rosenheim, B.4, Omori, T.5, 
Yamanaka, T.6 (
(1Hokkaido Univ., 2Ohio State Univ., 3KOPRI, 4Univ. of South Florida., 5Univ. of Tokyo., 6Tokyo 
Univ. of Marine Science and Technology) 

—————————————————————————————————————————— 
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SA
1990 2009 2000 Emiliania 

huxleyi 	 

SA
1995 2005 10 	 1)Codonellopsis 
pusilla 2) 8-9 1

3) 	 �

 
Lorica fluxes of the sediment trap SA in the subarctic Pacific 
Tsutsui, T.1, Takahashi, K.2, Matsuoka, K. 1, and Jordan, R.W.3 (1Nagasaki Univ., 2Hokusei 
Gakuen Univ./Kyushu Univ., 3Yamagata Univ,) 
—————————————————————————————————————————— 

【T–3】 

【T–4】 



 

 8 

 

 

#

19@63�.)*0��8=24-+,/�����/��#

#

'���� $(� � $(�"! %(��� &# #

A$ ��
�(% :<?>@35;7?(& �����	����B#

N x��~y/j/,DE���u��]r_niP/��;0�j,31A8u4S_�/.

9<WBtsdX_Q\V\�B9<iUSd,31AfH�[s_|yzkPC��;0�j1A
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^Ze(9<ekP/,DE&i3 ]r,31A?Lu%qVi]r_nP/,G#Upl/,

DE�iO�J�5[s_&>	{�w�����}�G#�j1A?LF)uBa_Q�B9<iU

Sd�C6h/,!+:f[sdS_ Fragilariopsis cylindrus f Bacterosira fragilisjT`P
@k/

,�j1A?LiUSd"I6eRa_ji�\P�@kmfvg�2\hVa_Q{�w�����}

�-K=�G#ibSdo�F. cylindrusk/,DEj��y&i�2M�W�XY��\_�$eP

B. fragilisj'��2M�k(*6h/,DEj7
eRa_QN

N

To establish a diatom species as a sea-ice proxy in the Okhotsk Sea#
Nakamura, H.1, Okazaki, Y.1, Konno, S.2 , Nakatsuka, T.3,  (1Kyushu Univ., 2Marine Works 
Japan, 3#Humanity and Nature Ins.) 
—————————————————————————————————————————— 
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�����k&9�6�`<gh,:�����º«°¾¸¬Á®

³ }\ x| ³¯»¶�¢¥<�"G�¨���¥���¢¤�hS�Lf«¿K"'
��¤Z©

��l

Change in deep-seawater [CO3
2-] in the coastal area off Chile during the last deglaciation  

Iwasaki, S.1, Kimoto, K. 1, Nagashima, K. 1, Lamy, F. 2, Arz, H. 3, Harada, N. 1Â1 JAMSTEC�2 
Alfred Wegener Institute�3 Ernst-Moritz-Arndt-UniversityÃ 
—————————————————————————————————————————— 
 

【T–5】 

【T–6】 
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`

Impact of the Agulhas Return Current: shift of ice melting hotspot in the glacial South Indian 
Ocean, Ikehara, M.1, and Crosta, X.2 (1Kochi Univ., 2�Université Bordeaux 1) 
—————————————————————————————————————————— 

【T–7】 
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講演要旨 

レギュラーセッション 
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Sea surface temperature in the Proterozoic inferred from ancestral cyanobacterial NDK 
Harada, M.1, Nagano, A.1, Furukawa, F.1, Yagi, S.1, Yokobori, S.1, and Yamagishi, A.1 (1Tokyo 
Univ. of Pharmacy and Life Sciences) 
—————————————————————————————————————————— 
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}��@x�|��u�t{�C/����s�>:��P�K4��RV qoZV61 s32�N�L�

8'���sv��,07�K4�Q}�%���*��<I���~�tV

V

V

Geochemistry of 3.2 Ga old siliceous sedimentary rocks (DXCL-DP2, CL3) from Pilbara, 

Western Australia 

Fujita, S.1, Yamaguchi, K.E.1,2, Yamaguchi, A.3, Kiyokawa, S.4, Ito, T.5, and Ikehara, M.5 (1Toho 

Univ., 2NASA Astrobiology Inst., 3Univ. Tokyo, 4Kyushu Univ., 5Ibaraki Univ., 6Kochi Univ.) 

—————————————————————————————————————————— 

【R–1】 

【R–2】 
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Upper Cretaceous calcareous nannofossil biostratigraphy in the Vocontian Basin, SE France 

Nishi, H.1, Gyawali, B. R.1, and Takashima, R.1 (1Tohoku University) 

—————————————————————————————————————————— 
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3@EA=<?:+@9+7ECD,+34/+5?7+6=<>5D8+@F8B+D;8+A5CD+.-+><==<@?+G85BC 
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Role of North Atlantic Deep Water in early glacial and interglacial cycles 
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(1Okayama Univ., 2Tokyo Kaiyo Univ., 3Kyusyu Univ.)3 
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Elemental Carbon Analysis in Sediment Trap Samples deployed in the North Pacific Ocean  
Hirono, K.1, Okazaki, Y.1, Miyakawa, T.2, Nagashima, K.2 (1Kyushu Univ., 2JAMSTEC) 
—————————————————————————————————————————— 

【P–1】 

【P–2】 



 

 21 

   
 
 
 

   

(')$& - �8��������!,./10��3969��5247#

*���� $+��� $+���� %#

:$ �
��+% 	�����";#

n 85�°kD:°�©«�ºHF���ÇÊÙÆÚ���Ûu} ±¦°ehaUÎÓÑÙÉÙ·¹�f�

"<½�¶§O�kD:n o���nup°Z�¾ÍÖÂ«�º¬¢»º�SY¸±�����Ú�l@KA)#

4m�·²�MÛ�^�°�©«�º�[_�ÈÁÅÒ×Ú�W#X�;#Û�¸ ���nu} ¯� ºi

UØLU�����cj½,§°«��¤º����J�¯±Gg.9�\Ú�����	����������	��

�������������
���Û�·²(P9�\Ú�������	�n���r�������������������	��Û½Q�§�,¸»§�

��ÀÙÏ±�(P9�\ÀÙÏ½ÂÔÙ×Ó×Ì°�CI0@«�º ������� ÀÙÏÚ~�����n��n��rqn

vtuuÛ¬!B¢¥º¡¬«&�ÇÃÙÕÚ{}x�{yxrzn��Û¯�2£§�´§����ÀÙÏ¯!£ª

������ ÇÐÁËÕb=½6¤¡¬«N-R®�:°?�½dµ§�¦°V>�	ª°iU���À

ÙÏ¯±Ttrwn�����s���°�E3�?�«�§�¤®¼¨��`�%F¯��ª���nu}�u|°D'

°+/:¯±T wwtt &�:°I7� 
Ä¿ÁÕ���£�¦°1$±HF]#³����n

*QÜ~�����n��n��rqnvtuuqn�������qnwwxqnwx{rn

A millennial scale cyclic variation of oxygen and carbon isotope records during MIS 19 
Haneda, Y.1, Okada, M.1 and Kubota, Y.2 (1Ibaraki Univ., 2National Museum of Nature and 
Science) 
—————————————————————————————————————————— 

�������������

�
������ �������

���	����

}J��?W�F¡�"��fg� ���Z�¡�� �}J�fg����15�¡ ���

BH����=BH��p�D+B�lJ£0�q����OeQRv� ��~M4W�Oea

y�k�¡ �@[^��}J���� PQOeay�-£<���� ��£XW�� �@[

^�	S� n:�%h[^dV|� KH16-6cG·2016/ 11> 11;-11> 28;¸����~;

@�,�+��j#.E����6��¡� 19.K�i*Bn:�� �@Ui������D+�

r���I���C��(_�C� 9n:����Oeay`5£\��d�¯µ®�� [^S

i*B£d��²µ´µ¬¤³ª¶��0¢t��~b�2��L������¬¤³ª¶n:£n

:����~u�¦©°¥±·IV¸�¨¶«¤µ§�~zT8��oA�z${3w£S��m'���

�P��Oe
�£�Y�7�~Round et al. (1990) ���xs9N£S��)���]£�&���

��In:£�'W�m'����¢��D+]��¡  Thalassiosira mala � Minidiscus�!R�

�� 

Modern diatom assemblages in the Kuroshio region 
Nitta, S. and Okazaki, Y (Kyushu Univ.) 
————————————————————————————————————————— 

【P–3】 

【P–4】 



 

 22 

  

  

�� 5��%!976"34����5+(����,

1��,#�2��,��2	,���2'�,��2�� 97$&8;<:,

=- 
�)��2. 
�)��2/ ����20,�*��>,

%+?����¥»¬�«²\�GKq�ÅÄ,���7r©¾¹�#�� wY�����L

l�Xi�¡�� }��Ll�so14��c��¡�� ��%+?�,�8#�¿ÎËÍÀ�� }

ÎËÍ���Ll�Nh�|>PmE�):#��C��M�=�¬®¶Nh�a� }��|ÎË

Í����Ll����B* �H* ���� <~�g��`����SO� fu�Ll�

�c��¡���|���81�=�·¾°��s
1�s� kj�p��¡�� }9W[��

�-D¿$�VÀ�@?!ZJª£���@>B¢vh�.�0�|ÎËÍ��81�=�·¾°

�#��� 5�����Nh½c'� �¢UT���}9W[�	Q� ª£¿ÉÎÁÅÈÀ�ÆÄÅÈ

,�6��¡�}�dW[��!Zn.�^ÄÂÆÈ¿ÏÐÃ,À�"��¡���|Ç,h�.���@

>B0¢d����ÅÏÐrt�ª£¢����}����«¼´¹��_�I�/�vnF&3

�eb�2�¢3��|3�A¢¦¸¶§ºµ¯¨¸³¤¾��£¹©±¼���¡ ©¯¼R����

�|ÌÊ�;�/��@>B¢]���}9W[�� z{yyÉÎ��¢(l���}x
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Integrated tephro- and isotope-stratigraphy in the southern Japan Sea and East China Sea 
Sagawa, T.1, Nagahashi, Y.2, Satoguchi, Y.3, Holbourn, A.4, Itaki, T.5, Gallagher S.J.6, 
Saavedra-Pellitero, M.7, Ikehara, K.5, Irino, T.8, and Tada, R.9 (1Kanazawa Univ., 2Fukushima 
Univ., 3Lake Biwa Museum, 4Christian-Albrechts-University Kiel, 5AIST, 6Univ. Melbourne, 7Univ. 
Bremen, 8Hokkaido Univ., 9Univ. Tokyo) 
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Development of rapid procedure for stable isotope analysis of alkali metals and alkaline earth 

metals, and its application to paleo-environmental studies 

Araoka, D.1, and Yoshimura, T.2 (1GSJ, AIST, 2JAMSTEC) 
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Horizontal distribution and depositional process of event layers on near surface sediment in 
Beppu-Bay 
Suzuki, Y.1, Kuwae, M.2, and Ikehara, K.3 (1Waseda Univ., 2Ehime Univ., 3AIST) 
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Preliminary results of Gulf of Alaska sediment cores taken during Hakuho-Maru KH17-3 
Horikawa, K.1, Murayama, M.2, and Seki, O.3 (1Toyama Univ., 2Kochi Univ., 3Hokkaido Univ.) 
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Nondestructive observations of micro structure on Fe-Mn oxyhydroxides by micro-focus X-ray 

CT scanner  
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Tracing the state of Al during transportation from land to ocean floor using27Al-MAS NMR( ( ( ( Y. 
Nishimura1, M. Emoto2, T. Yokoyama1, K. Takahashi3, J. Onodera4, N. Harada4, T. Akagi1 
(1Kyushu Univ., 2IDEA Consultants, Inc., 3Hokusei Gakuen Univ., 4JAMSTEC)(
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